
痛いところを中心に
して、適量をまんべん
なくすり込みます。

使用される患者さんへ
を



• 薬剤底部の受け皿が見え、皿の上面が露出する
ようになったら、本剤の使用をやめてください。
また、受け皿に残った薬剤は無理に使用しないで
ください（受け皿が皮膚に当たり、傷つける恐れ
があります）。

•薬剤をすり込む際は容器から押し出して、そのま
ま使用することができます。

•一旦薬剤を手に取る必要がなく、患部以外への
不必要な投与が避けられます。


